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草津市では、男女共同参画社会の実現を市政の重要な柱とし、「草津市男女共同参画推進条例」、「草津市男女共

同参画推進計画」に基づき、男女が真に対等な市民として、性別にかかわりなく持てる力を発揮し、人権が尊重

され、平和で豊かな地域づくりをめざして、取組を進めています。 

このたび、市民の皆さまの男女共同参画に関する考えをお伺いし、今後の施策・ 方針にいかしていくため、「草

津市男女共同参画についてのアンケート」を実施しました。 
 

 

 

【 調 査 対 象 】令和６年７月 31 日現在における本市在住の満 18 歳以上の 3,000 人 

（年齢、居住地域の２段階による層化無作為抽出） 

【 調 査 期 間 】令和６年９月19日～10月８日  【有効回収数】868人（郵送：582人、インターネット：286人） 

【有効回収率】29.1％（不達の 22 通を除いた率）    【 調 査 方 法 】郵送による調査票配付・回収および 

インターネットによる回答 

草津市 総合政策部 男女共同参画センター  TEL 077-565-1550 

 
※百分比（％）は、小数点第２位を四捨五入し、第１位までを表示。その結果、合計は100.0％に一致しない場合があります。 
 

 

 

① 各分野での男女の地位の平等感 

社会全体での平等感は「平等である」が 14.1％、『男性が優遇』されているが 72.3％ 

 各分野での男女の地位の平等感は、「男性が優遇されている」と・「どちらかといえば男性が優遇されている」を

あわせた『男性が優遇』は、「⑧社会全体でみて」では 72.3％です。 

 分野別にみると、『男性が優遇』が大きな割合を占めるのは・「⑦社会通念・ 慣習・ しきたりなど」（78.8％）、次

いで「⑤政治分野で」（78.0％）です。 

 「平等である」は、「③学校教育の場で」が最も高く 49.3％となっています。 

 

 

  

令和６年度 「草津市男女共同参画についてのアンケート」 

結 果 概 要 

調査の概要 

１ 男女共同参画について 

カッコ書きは前回（令和元年度）調査結果

『男性が
優遇』

『平等』
『女性が
優遇』

47.2%
(51.2%)

34.7%
(36.0%)

8.5%
(7.2%)

52.1%
(55.1%)

25.3%
(23.8%)

7.4%
(7.5%)

14.7%
(17.0%)

49.3%
(55.0%)

3.8%
(2.9%)

38.6%
(41.3%)

33.6%
(35.5%)

6.2%
(7.7%)

78.0%
(78.4%)

9.9%
(10.0%)

1.0%
(1.5%)

45.1%
(45.5%)

33.1%
(35.4%)

5.6%
(5.8%)

78.8%
(82.8%)

9.9%
(8.0%)

2.6%
(2.8%)

72.3% 14.1% 5.4%

男性が優遇されている どちらかといえば男性が優遇されている 平等である

どちらかといえば女性が優遇されている 女性が優遇されている わからない   無回答

『女性が優遇』

『男性が優遇』

9.3%

13.9%

2.5%

8.3%

39.6%

13.8%

29.4%

13.2%

37.9%

38.2%

12.2%

30.3%

38.4%

31.3%

49.4%

59.1%

34.7%

25.3%

49.3%

33.6%

9.9%

33.1%

9.9%

14.1%

6.2%

5.8%

3.3%

5.3%

0.8%

4.4%

2.0%

4.6%

2.3%

1.6%

0.5%

0.9%

0.2%

1.2%

0.6%

0.8%

7.6%

11.1%

27.0%

17.7%

7.7%

12.9%

5.6%

5.5%

2.0%

4.0%

5.2%

3.8%

3.3%

3.3%

3.1%

2.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

①家庭生活で

②職場の中で

③学校教育の場で

④地域活動の場で

⑤政治分野で

⑥法律や制度のうえで

⑦社会通念・慣習・

しきたりなど

⑧社会全体でみて

(N=868)
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② 「男性は仕事、女性は家庭」という考え方 

『否定的』に思う人は 61.3％ 

 「男性は仕事、女性は家庭」という考え方について、「賛成」と・「どちらかといえば賛成する方である」をあわ

せた『肯定的』は 25.8％、「反対」と「どちらかといえば反対」をあわせた『否定的』は 61.3％となっていま

す。 

 性別でみると、『肯定的』は男性では 31.9％となっており、女性（21.6％）を 10.3 ポイント上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 地域の行事・役割などでの男女間格差の有無 

「地域（まちづくり協議会・自治会・町内会）の行事・役割などでの男女間格差がある」は 23.6％ 

 「ある」が 23.6％、「ない」が 37.4％、「地域活動に参加していない」が 36.9％となっています。 

 性別でみると、「ない」は男性（40.2％）が女性（35.0％）を 5.2 ポイント上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

23.6%

23.5%

24.2%

37.4%

35.0%

40.2%

36.9%

39.4%

33.3%

2.1%

2.1%

2.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=868)

女性(N=477)

男性(N=351)

ある ない 地域活動に参加していない 無回答

3.1%

2.3%

4.3%

4.2%

0.0%

1.1%

3.8%

2.3%

3.1%

0.0%

5.9%

3.1%

6.5%

22.7%

19.3%

27.6%

22.1%

15.8%

14.9%

16.3%

24.2%

23.1%

19.6%

19.6%

20.3%

40.3%

32.0%

33.8%

30.5%

25.3%

43.4%

23.4%

38.8%

38.6%

29.2%

23.9%

23.5%

48.4%

27.4%

29.3%

32.3%

24.5%

40.0%

28.9%

39.4%

31.3%

24.2%

30.8%

32.6%

37.3%

23.4%

13.7%

11.3%

10.7%

11.4%

8.4%

11.8%

20.2%

8.8%

6.1%

13.8%

23.9%

13.7%

3.1%

8.1%

1.6%

1.7%

1.7%

0.0%

0.0%

1.1%

1.3%

4.5%

0.0%

0.0%

0.0%

1.6%

4.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=868)

女性(N=477)

男性(N=351)

18～39歳(N=95)

40歳代(N=76)

50歳代(N=94)

60歳代(N=80)

70歳以上(N=132)

18～39歳(N=65)

40歳代(N=46)

50歳代(N=51)

60歳代(N=64)

70歳以上(N=124)

女

性

男

性

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない 無回答

『肯定的』 『否定的』

カッコ書きは前回（令和元年度）調査結果

『ある』 『ない』

23.6%
(32.4%)

37.4%
(38.2%)

23.5%
(30.0%)

35.0%
(38.4%)

24.2%
(34.7%)

40.2%
(38.1%)

カッコ書きは前回（令和元年度）調査結果

『肯定的』 『否定的』

25.8%
(36.8%)

61.3%
(53.9%)

21.6%
(32.0%)

66.1%
(57.1%)

31.9%
(41.8%)

55.0%
(51.0%)

26.3%
(30.3%)

65.3%
(63.3%)

15.8%
(29.9%)

72.3%
(55.7%)

16.0%
(19.3%)

62.8%
(63.8%)

20.1%
(30.2%)

70.1%
(61.5%)

26.5%
(46.8%)

62.8%
(43.2%)

26.2%
(24.2%)

60.0%
(68.2%)

19.6%
(35.3%)

56.5%
(52.9%)

25.5%
(44.4%)

60.8%
(48.1%)

23.4%
(45.5%)

71.8%
(54.6%)

46.8%
(52.7%)

41.1%
(38.1%)



3 

 

④ 地域の行事・役割などでの男女間格差を感じる内容〈複数回答〉 

女性と男性では、男女間格差を感じる内容が異なる 

 女性では、・「会議などでお茶出しや片付けは女性だけがしている」が 42.0％で最も高く、男性・（30.6％）を 11.4

ポイント上回っています。 

 男性では、・「役員選挙に女性が出にくく、また選ばれにくい」が 37.6％で最も高く、女性・（25.0％）を 12.6 ポ

イント上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 男女共同参画に関する用語の認知 

男女共同参画に関する用語は、メディアやＳＮＳ等の発信により知られている一方で、条例や制度等の認知は低い 

 「よく知っている」と・「少し内容を知っている」をあわせた・『知っている』は、・「③ジェンダー」（73.3％）、「④

ＳＤＧｓ」（70.3％）、「⑤ＬＧＢＴＱ」（65.9％）が高い一方、「①困難な問題を抱える女性への支援に関する法

律」（12.0％）、「②草津市男女共同参画推進条例」（13.6％）、「⑥草津市パートナーシップ宣誓制度」（17.4％）

の条例や制度等に関する用語は２割以下となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

41.1%

42.0%

25.0%

33.9%

28.6%

16.1%

9.8%

36.5%

30.6%

37.6%

25.9%

18.8%

23.5%

8.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

実際に活動しているのは妻である女性なのに、

名義や役職は夫の名前である

会議などでお茶出しや片付けは女性だけがしている

役員選挙に女性が出にくく、また選ばれにくい

会議などで女性が意見を言いにくい雰囲気がある

地域の行事・祭礼などで女性が参加できない、

女性の役割が受付、接待などに固定化されている

「女性だから」といって、女性が役員につくことや

会議での発言をしりごみする

その他

女性(N=112) 男性(N=85)

1.4%

2.3%

25.8%

26.4%

25.0%

2.9%

10.6%

11.3%

47.5%

43.9%

40.9%

14.5%

40.3%

45.2%

17.1%

13.4%

15.9%

28.9%

44.1%

38.1%

6.7%

13.0%

14.7%

50.8%

3.6%

3.1%

3.0%

3.3%

3.5%

2.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

①困難な問題を抱える女性への

支援に関する法律

②草津市男女共同参画推進条例

③ジェンダー

④SDGs

⑤LGBTQ

⑥草津市パートナーシップ

宣誓制度

(N=868)

よく知っている 少し内容を知っている 聞いたことはあるが内容は知らない

まったく知らない 無回答

z
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① 現在の就労状況 

女性の「非正規の社員や職員（パート・アルバイト・派遣など）」は、男性に比べて 11.9 ポイント高い 

 女性では、・「勤め人・（正規の社員や職員、会社などの役員）」が 29.1％で最も高くなっていますが、男性・（43.3％）

に比べて、14.2 ポイント少なくなっています。 

 一方、女性の・「勤め人・（非正規の社員や職員・（パート アルバイト 派遣など）」の 35 時間以上と 35 時間未満

をあわせた『勤め人』（23.9％）は、男性（12.0％）より 11.9 ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 女性が仕事を続けていくために必要なこと〈３つ以内で複数回答〉 

女性が仕事を続けていくためには、「男女がともに日常的に家事・育児・介護を分担すること」が必要 

 女性では、・「男女がともに日常的に家事・ 育児・ 介護を分担すること」が 56.0％で最も高く、男性・（43.3％）を

12.7 ポイント上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 仕事について 

56.0%

40.9%

43.2%

30.6%

19.9%

17.8%

12.4%

13.8%

12.4%

6.9%

3.4%

1.0%

43.3%

44.7%

40.5%

35.9%

19.7%

16.8%

12.3%

10.0%

12.0%

10.8%

3.1%

1.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

男女がともに日常的に

家事・育児・介護を分担すること

女性が働くことに対し、家族や周囲の

理解があること

職場において育児や介護の休業を整備し、

男女問わず利用しやすい環境

（人員体制や職場風土など）にすること

育児や介護のための施設やサービスを

充実させること

男女間の賃金格差をなくすこと

パートタイマーや派遣労働者の

労働条件を改善すること

男女問わず長時間労働を是正すること

在宅勤務やフレックスタイム制度を

設けること

育児や介護で退職した社員を再雇用する

制度を設けること

女性にもやりがいのある仕事を任せること

その他

特に条件整備の必要はない
女性(N=477) 男性(N=351)

勤め人（正規の社員や職員、会社などの役員）

勤め人（非正規の社員や職員（パート・アルバイト・派遣など）で週あたりの就業時間が35時間以上）

勤め人（非正規の社員や職員（パート・アルバイト・派遣など）で週あたりの就業時間が35時間未満）

農林・漁業 会社経営者・自営業主（農林・漁業を除く）

家族従業者（農家や会社など自営業主の家族で、その自営業に従事している方）

学生 主に家事 無職 その他 無回答

35.3%

29.1%

43.3%

7.5%

9.6%

4.0%

11.5%

14.3%

8.0%

0.5%

0.2%

0.9%

3.0%

2.1%

4.6%

1.0%

0.8%

1.1%

2.1%

1.7%

2.6%

12.4%

21.4%

1.1%

21.4%

15.1%

29.6%

1.0%

1.3%

0.9%

4.3%

4.4%

4.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=868)

女性(N=477)

男性(N=351)
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① 生活の中での「仕事」、「家庭生活」、「地域・個人の生活」の優先度 

生活の中で希望するバランスを取ることが難しい現実 

 生活の中での「仕事」、「家庭生活」、「地域 個人の生活」のバランスについて、男女ともに希望は、「「仕事」

と・「家庭生活」をともに優先したい」が最も高くなっていますが、現実をみると、女性では・「「家庭生活」を優

先」（26.0％）、男性では「・「仕事」を優先」（24.8％）が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 普段（平日と休日）の生活時間の使い方（一日の平均） 

女性が「休みの日」の「家事」「育児・子育て」に使う時間は、男性の約 2.3 倍 

 女性の・「休みの日」の・「・（２）家事」の時間は 4.5 時間で、男性・（2.1 時間）より長く、また、・「・（３）育児・ 子

育て」（4.3 時間）の時間も男性（1.7 時間）より長くなっています。 

 「休みの日」の「・（２）家事」と「・（３）育児 子育て」を合わせた時間は、女性が 8.8 時間で、男性（3.8 時

間）の約 2.3 倍となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「該当しない」と「無回答」を除いて平均時間を算出しています。  

３ ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）について 

8.5 

1.3 

0.3 

0.1 

2.0 

1.0 

2.1 

1.7 

0.5 

4.7 

0.0 2.0 4.0 6.0 8.0 10.0

(1)仕事・学校

(2)家事

(3)育児・子育

て

(4)介護

(5)個人の時間

【男性】 時間

7.8 

3.3 

2.1 

0.6 

1.8 

1.2 

4.5 

4.3 

0.9 

4.1 

0.02.04.06.08.010.0

(1)仕事・学校

(2)家事

(3)育児・子育て

(4)介護

(5)個人の時間

仕事や学校のある日

休みの日（仕事や学校のない日）

【女性】時間 (N=477) (N=351)

女性(N=477) 

 

 

男性(N=351) 

 

1.0%

17.4%

4.6%

24.8%

18.9%

26.0%

20.2%

17.1%

4.6%

3.4%

6.3%

6.3%

29.8%

19.5%

28.8%

21.9%

3.8%

3.1%

3.7%

3.1%

13.8%

8.4%

13.4%

7.7%

16.6%

5.2%

14.8%

4.6%

4.8%

9.6%

4.6%

10.0%

6.7%

7.3%

3.7%

4.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

女性・希望

女性・現実

男性・希望

男性・現実

(N=868)

「仕事」を優先したい 「家庭生活」を優先したい 「地域・個人の生活」を優先したい

「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい 「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先したい

「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先したい

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先したい わからない 無回答
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③ ワーク・ライフ・バランス実現のために必要な職場における取組〈３つ以内で複数回答〉 

女性は、「柔軟な働き方や休業・休暇制度の確保」を男性より強く期待 

 「無駄な業務・ 作業・ 会議をなくし、労働時間を短縮する」は、女性・（46.5％）、男性・（44.4％）ともに最も高

くなっています。 

 「短時間勤務やフレックスタイム制度など柔軟な働き方ができるようにする」は、女性・（44.0％）が男性・（26.2％）

より 17.8 ポイント高くなっています。 

 「育児 介護などの休業 休暇制度を充実し、育児休業 介護休業を取りやすくする」も、女性（39.0％）が

男性（25.6％）より 13.4 ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 男性の積極的家庭生活参加のために必要なこと〈３つ以内で複数回答〉 

男女とも「男性も育児や介護の休業を取得しやすい環境にすること」が最も高い 

 「男性も育児や介護の休業を取得しやすい環境にすること」は、女性・（52.6％）、男性・（48.7％）ともに最も高

くなっています。次いで、女性は「男性が家事などに参加することに対する男性自身の抵抗感をなくすこと」

が 44.4%、男性は「夫婦や家族間のコミュニケーションを増やすこと」が 43.9%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

46.5%

35.4%

44.0%

39.0%

21.2%

13.8%

15.9%

11.3%

10.1%

2.5%

2.3%

44.4%

40.7%

26.2%

25.6%

29.6%

19.1%

15.1%

12.3%

10.8%

6.0%

4.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

無駄な業務・作業・会議をなくし、

労働時間を短縮する

管理職の意識改革を行う

短時間勤務やフレックスタイム制度など

柔軟な働き方ができるようにする

育児・介護などの休業・休暇制度を充実し、

育児休業・介護休業を取りやすくする

社長や取締役などがリーダーシップを発揮

してワーク・ライフ・バランスに取り組む

年休有給休暇の取得計画をつくる

管理職以外の社員の意識改革を行う

組織の中でワーク・ライフ・バランスを

推進する責任者を決める

ノー残業デーを設ける

その他

特に必要なことはない
女性(N=477) 男性(N=351)

52.6%

44.4%

36.1%

37.9%

33.8%

24.9%

15.7%

4.6%

0.8%

48.7%

35.9%

43.9%

33.0%

36.5%

25.4%

11.1%

3.7%

2.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

男性も育児や介護の休業を取得しやすい

環境にすること

男性が家事などに参加することに対する

男性自身の抵抗感をなくすこと

夫婦や家族間のコミュニケーションを増やすこと

社会の中で、男性による家事・子育て・介護、

地域活動についての評価を高めること

労働時間短縮や休暇制度を普及することで、仕事

以外の時間をより多く持てるようにすること

周りの人が、夫婦の役割分担などについての

当事者の考え方を尊重すること

子育てや介護を行っていくうえでの

仲間がいること

その他

特に必要なことはない 女性(N=477) 男性(N=351)
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⑤ 男性の育児休業・介護休業取得のために必要な職場における取組〈３つ以内で複数回答〉 

女性は「職場の人員体制整備」「人事評価制度の確立・周知」が高く、男性は「管理職・上司の意識改革」が高い 

 男性では、「管理職 上司の意識改革」が 47.0％で最も高くなっています。 

 女性では、「休業者の仕事をカバーできる人員体制の整備」（50.7％）、「育児休業や介護休業の取得がマイナス

にならない人事評価制度の確立 周知」（50.5％）が高くなっています。 

 男性は女性に比べて、「経営層のトップダウンによる職場風土づくり」が 10.6 ポイント、「有給の育児休業・ 介

護休業制度の整備」が 7.6 ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

① 過去５年間にドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）を受けた経験 

「過去５年の間にＤＶを受けたことがある」「現在も受けることがある」が 2.8％で 35人に１人 

 全体では、・「過去５年の間にＤＶを受けたことがある」「現在もＤＶを受けることがある」は、女性が 2.9％、男

性が 2.3％となっています。 

 「過去５年の間にＤＶを受けたことはないが、自分の周りに受けた・（受けている）人がいる」は、女性・（13.0％）

が男性（5.4％）より 7.6 ポイント上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

４ 男女間の暴力やハラスメントなどについて 

50.5%

50.7%

41.9%

28.5%

22.0%

22.9%

15.3%

14.5%

1.9%

1.7%

38.7%

35.3%

47.0%

24.8%

29.6%

20.2%

25.9%

17.1%

2.6%

3.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

育児休業や介護休業の取得がマイナスに

ならない人事評価制度の確立・周知

休業者の仕事をカバーできる人員体制の整備

管理職・上司の意識改革

取得対象者となる男性自身の意識改革

有給の育児休業・介護休業制度の整備

休業者の仕事をカバーする同僚などに対する

インセンティブの付与

経営層のトップダウンによる職場風土づくり

長時間労働の削減などの働き方改革

その他

特にない
女性(N=477) 男性(N=351)

2.2%

2.1%

2.0%

0.6%

0.8%

0.3%

9.8%

13.0%

5.4%

72.4%

68.6%

78.9%

15.1%

15.5%

13.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=868)

女性(N=477)

男性(N=351)

過去５年の間にＤＶを受けたことがある 現在もＤＶを受けることがある

過去５年の間にＤＶを受けたことはないが、自分の周りに受けた（受けている）人がいる

過去５年の間にＤＶを受けたことはなく、自分の周りに受けた（受けている）人もいない

無回答
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② 過去５年間にセクシュアリティを理由とした困難な問題や経験の見聞き〈複数回答〉 

「学校や職場での人間関係のトラブル」が 8.2％、「親族間のトラブル」が 3.6％ 

 「経験もしくは見聞きしていない」が 67.2％で最も高くなっている一方、「学校や職場での人間関係のトラブ

ル」が 8.2％、「親族間のトラブル」が 3.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ セクシュアリティを理由とした問題に対する必要な支援〈３つ以内で複数回答〉 

セクシュアリティを理由とした問題に対する必要な支援には「気軽に相談できる窓口」が必要 

 「気軽に相談できる窓口」が 61.2％で最も高く、次いで「一時保護など緊急時に対応できる体制」（34.4％）、

「気軽に立ち寄れる居場所の提供」（27.8％）となっています。 

 

  

8.2%

3.6%

3.5%

3.1%

3.1%

1.7%

1.5%

0.9%

0.6%

67.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

学校や職場での人間関係のトラブル

親族間のトラブル

配偶者や交際相手などからの暴言・暴力

ハラスメントや性被害

経済的困窮

親、兄弟からの暴言・暴力

ストーカー被害

子からの暴言・暴力

その他

経験もしくは見聞きしていない

全体(N=868)

61.2%

34.4%

27.8%

27.4%

20.3%

19.2%

19.1%

2.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

気軽に相談できる窓口

一時保護など緊急時に対応できる体制

気軽に立ち寄れる居場所の提供

弁護士などの法律の専門家による相談

学校や医療機関などとの連携による支援

早期発見のための周知啓発

心理士などによるカウンセリング

その他

全体(N=868)
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① 男女共同参画センターに期待する機能〈３つ以内で複数回答〉 

「誰でも立ち寄れる交流の場」、「子育て支援や介護、自己啓発講座など実践的な学習会」への期待 

 男女とも「誰でも立ち寄れる交流の場」が最も高く、次いで「子育て支援や介護、自己啓発講座など実践的な

学習会」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 草津市でのジェンダー平等の進捗状況 

草津市でのジェンダー平等の進捗は、『進んでいない』が『進んでいる』より高い 

 「わからない」が 67.2％で最も高く、・「進んでいる」と・「どちらかといえば進んでいる」をあわせた・『進んでい

る』は 12.8％、「あまり進んでいない」と「進んでいない」をあわせた『進んでいない』は 16.6％となってい

ます。 

 

  

５ 市の施策・男女共同参画センターについて 

35.1%

32.0%

23.5%

22.5%

19.2%

18.9%

15.2%

10.5%

8.5%

7.7%

6.9%

5.1%

1.8%

35.4%

35.0%

27.0%

25.8%

18.2%

20.1%

15.7%

7.3%

6.9%

5.5%

8.0%

6.1%

2.1%

35.0%

29.1%

17.9%

18.2%

20.8%

17.7%

16.0%

15.1%

10.3%

11.7%

4.8%

4.0%

1.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

誰でも立ち寄れる交流の場

子育て支援や介護、自己啓発講座など実践的な学習会

子育て中、介護中の女性や男性などの交流の場

就職や再就職をめざす女性のための講座や交流の場

男性を対象とした料理、介護、子育て教室など

実践的な学習会

ＤⅤなど、男女共同参画に関する相談しやすい

窓口の運営

若年層向けに多様な分野に興味を持ち、

チャレンジのための学習会

男女共同参画、ジェンダーに関する学習会

ＬＧＢＴＱなど、性の多様性に関する学習会

男女共同参画に関する情報・書籍などの収集と提供

起業をめざす女性のための講座や交流の場

デートＤⅤやＤⅤ、性教育などに関する学習会

その他

全体(N=868) 女性(N=477) 男性(N=351)

進んでいる どちらかといえば進んでいる あまり進んでいない

進んでいない わからない 無回答

1.6% 11.2% 12.8% 3.8% 67.2% 3.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=868)
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③草津市が男女共同参画社会実現に向けて力を入れるべき取組〈３つ以内で複数回答〉 

男女ともに「働く男性、女性を支援するための育児、家事、介護サービスなどを充実する」が高い 

 全体では、「働く男性、女性を支援するための育児、家事、介護サービスなどを充実する」が 49.4％で最も高

く、次いで「働く場での男女格差の改善や男女ともに働きやすい環境について事業主などに働きかける」

（38.6％）、「学校教育の中で、男女平等や男女共同参画についての教育を進める」（34.3％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体(N=868) 女性(N=477) 男性(N=351)

49.4%

38.6%

34.3%

20.3%

18.4%

12.9%

12.7%

11.3%

7.7%

3.6%

52.6%

37.1%

37.5%

19.5%

17.8%

13.4%

13.6%

9.4%

8.2%

3.1%

45.3%

41.3%

31.6%

21.9%

19.7%

12.5%

12.3%

14.0%

6.3%

3.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

働く男性、女性を支援するための育児、家事、

介護サービスなどを充実する

働く場での男女格差の改善や男女ともに働きやすい

環境について事業主などに働きかける

学校教育の中で、男女平等や男女共同参画についての

教育を進める

市の政策・方針を決定する審議会の委員などに、

女性を多く登用する

各種相談事業を充実する

女性に対する暴力の根絶・防止に向けた取組の強化

男女平等や男女共同参画についての啓発や、

学習機会の充実を図る

男女がともに参画する地域活動、ボランティア活動の

啓発、促進

ＬＧＢＴＱなど、性の多様性についての意識啓発、

社会環境づくりを進める

その他


